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資料５－５－①―５ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育内容は大学水準であり国際的にも通用する適切なものとなっている。教育課程の体系性と科目

別系統図，シラバスに示すように，準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育からの発展等

を考慮した教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置され、教育課程が体系的に編成

されているか。また、授業の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、

教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科課程では，準学士課程の専門基礎科目を土台に専門共通科目及び専門科目を配置し，学習・

教育目標に即して系統的，体系的，連携的に編成している（資料５－５－①－1～２参照）。科目の

単位は，必要とされる単位の半分以上を選択で取得できるようになっており，JABEEにおける工学

（複合・融合）を目指すのに適切となっている（資料５－５－②－１～２）。授業内容は大学水準と

なっている（資料５－５－②－３～８）。専攻科研究の実施に当たっては研究ノートを活用して継続

的，計画的な解決能力を育成している（資料５－５－②－９）。 
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資料５－５－②－１ 

 

専攻科の授業形態 

 

一般科目・共通選択科目 
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資料５－５－②－１続き 

機械電気システム工学専攻 
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資料５－５－②－１続き 

物質工学専攻 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp.29～33） 
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資料５－５－②－２ 

学習・教育到達目標のための科目の選択要件（抜粋） 

 

講義科目 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，pp.17～18） 
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資料５－５－②－３ 
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資料５－５－②－３続き 

実験科目（抜粋） 

 

学習・教育目標（Ｃ）「数学、自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。」 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，pp.16～18） 
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資料５－５－②－４ 

 

専攻科担当教員の授業担当科目（抜粋） 

総合科学科 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p. 169） 
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資料５－５－②－５ 

専攻科担当教員の専門分野（抜粋） 

総合科学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校総覧 2013，pp.8～9） 
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資料５－５－②－６ 

専攻科担当教員の授業担当科目 

機械工学科 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p. 171） 
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資料５－５－②－７ 

専攻科担当教員の専門分野 

機械工学科 

 

 

 

（出典：学校総覧 2013，pp.10～11） 
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資料５－５－②－８ 

専攻科課程 使用教科書（抜粋） 

 

一般科目・共通専門科目 

環境地理学特論  地球学入門         酒井治孝／東海大学出版会 

日本学特論    モオツァルト・無常という事 小林秀雄／新潮文庫 

総合技術論    適宜プリントを配布 

実践的デザイン工学演習 各教員・講師により必要に応じ適宜プリントを配布 

物理学特論     量子力学・統計力学入門星 野公三・岩松雅夫／裳華房 

技術者倫理     適宜プリントを配布 

データ解析     新訂確率統計       高遠節夫，他／大日本図書 

実践電気電子工学  エレクトロニクス入門   樋渡涓二／コロナ社 

設計工学      設計検討ってどないすんねん！ 山田学ほか／日刊工業新聞社 

システム計画学   システム工学       古川正志／コロナ社 

センサー工学    センサー工学（プリント） 

生物機能材料    教員自作プリント 

材料科学      基礎固体化学       村石治人／三共出版 

数値計算      理工系の基礎数学８ 数値計算高  橋大輔／岩波書籍 

経営工学      ISO9000 入門       上月宏司、井上道也／日本規格協会 

 および配布プリント 

環境化学      環境の化学        安藤・古田・瀬戸・秋山共著／日新出版 

安全工学      配布プリント 

 

物質工学専攻 

生物資源利用化学  配布プリント 

工業分析化学    配布プリント 

高分子材料化学   コンパクト高分子化学   宮下徳治／三共出版 

高分子合成化学   高分子合成化学      遠藤剛他／化学同人 

（出典：平成 25 年度 シラバス） 
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資料５－５－②－９ 

研究ノート（抜粋） 
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資料５－５－②－９続き 

 

 

 

（出典：研究ノート） 
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（分析結果とその根拠理由）  

科目系統図より，教育の目的に照らして授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成され

ている。また，授業内容は大学水準で適切なものとなっている。 

 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発

展の動向、社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 学生の多様なニーズに応えるため，大学及び他の教育施設において開設する授業科目の単位の認定，

単位互換制度，インターンシップ制度を設定している（資料５－５－③－１～４）。学術の発展の動

向に配慮し，「経営工学」等の科目をおいている（資料５－５－③－５～７）。社会からの要請に応

えるため，TOEIC IPテスト，研究テーマの公募を実施している（資料５－５－③－８～９）。 

 

資料５－５－③－１  

大学及び他の教育施設における授業科目の単位の認定（抜粋） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp.84～86） 
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資料５－５－③－２ 

単位互換に関する包括協定書 

 

（出典：単位互換に関する包括協定書） 
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資料５－５－③－３ 

インターンシップ 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. S-29） 
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資料５－５－③－４ 

インターンシップ派遣先（抜粋） 

　

学生名

宮﨑 佐藤(淳）

〃 　〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

佐藤(淳） 宮﨑

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

宮﨑 飯島

別日

〃 〃

〃 〃

飯島 佐藤(淳）

〃 〃

粟野 〃

飯島 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃１４：２２～１４：３４ 慶應大学先端生命研

　　　＊　専攻科２年生

１３：４６～１３：５８ 東燃ゼネラル石油(株)／東燃化学（同）

１３：５８～１４：１０ ディップソール(株)

１４：１０～１４：２２ 長谷川香料(株)

１３：１０～１３：２２ 大阪有機化学工業(株)

１３：２２～１３：３４ 米沢浜理薬品工業(株)

１３：３４～１３：４６ 　　　　　　　　慶應大学先端生命研

１１：４２～１１：５４ 住鉱潤滑剤(株)

１１：５４～１２：０６ ＤＩＣ(株)

　　　　　　　　　　　　昼休み　　　座長　飯島　専攻長

　　　　　　　　　　　　休憩（～１０分）　　座長　宮﨑　専攻科長

１１：３０～１１：４２ (株)庄内クリエート工業

(株)庄内クリエート工業

１０：４４～１０：５６ (株)クラレ新潟事業所

１０：５６～１１：０８ (株)高木製作所

１１：０８～１１：２０ (株)シンクロン鶴岡工場

　　　　　　　　　　　　休憩（～１０分）　　座長　佐藤（淳）　専攻長

10：２０～１０：３２ (株)今野

１０：３２～１０：４４ (株)今野

９：３４～９：４６ ＴＤＫ庄内株式会社，十川産業(株)

９：４６～９：５８ ルネサス山形セミコンダクタ株式会社

　９：５８～１０：１０ 旭化成(株)，(株)ネットブレインズ

開始時間 実習企業名 発表評価担当教員（２名）

機
械
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
・
物
質
工
学
専
攻

　　　 ９：0５        　　　　　　開式　　　　　 　座長　宮崎（専攻科長）　　　　開式      　　　　  　　座長　宮﨑　専攻科長

９：１０～９：２２ (株)ニシカワ

９：２２～９：３４ (株)ニシカワ

平成２４年度　専攻科インターンシップ報告会プログラム

開催日時：  平成２４年　９月２７日（木）　９：00～１４：４０　（８：４５集合）
場所：　　　　１２Ｆゼミ室
発表方法：　パワーポイント，発表時間：　７分，　質疑応答：　５分
　　　　　　　　専攻科１年は全員出席し，他の学生の発表を聴講する．

　　９月２７日（木）

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－５－③－５ 

多様な授業科目（抜粋） 

経営工学 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. S-16） 
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資料５－５－③－６ 

 

 
（出典：学生課資料） 

 

 

資料５－５－③－７ 

経営工学 

客員教授･特別講師による特別講義を実施しました 

2012 年 8 月 27 日 at 1:55 PM 

 今年度、専攻科の前期開講科目｢経営工学｣では、本校客員教授 5 名のほか、特別講師 2 名も

加わった計 7 名の方々にご講義いただきました。 

 講義の内容は、実際の現場見学を含め、企業の経営に関すること、ものづくりに重要なこと、技

術者として人間として成長するためには、など多岐にわたりました。 

 どの講師の方々も、ご自身のご経験を基に時に笑いも交えながら、熱心にご講義いただきまし

た。学生も毎回貴重なお話に耳を傾け、熱心にメモを取るなどして聞き入っていました。 

（出典：本校ウェブページ） 

 

（出典：本校ウェブページ） 

企業名 前田製管㈱ 酒田共同火力発電㈱ 酒田天然ガス㈱ 東北エプソン㈱ ルネサス山形セミコンダクタ㈱ 

役職 相 談 役 取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長 

客員教授 前田 直己 様 天笠 俊介 様 秋山 伊佐雄 様 酒井 明彦 様 森岡 國男 様 

実施日時 平成 24 年 5 月 9 日 平成 24 年 7 月 26 日 平成 24 年 8 月 2 日 平成 24 年 7 月 5 日 平成 24 年 7 月 19 日 

内容 講演 講演 工場見学及び講演 講演 講演 

平成２４年度 客員教授講演実績一覧 
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資料５－５－③－８     

 

H24年度 TOEIC IPテストの受験学生数

第1回 第2回 第3回 第4回
5月2日 7月12日 10月6日 1月18日

4年 4 173

5年 13 1 12 43

専攻科 4 12 1 17

17 17 13 233
 

１月１８日受験結果（抜粋） 

 クラス Listeningスコア Readingスコア Totalスコア
４Ｍ 190 130 320
４Ｍ 200 110 310
４Ｍ 175 110 285
４Ｍ 170 105 275
４Ｍ 240 175 415
４Ｍ 435 310 745
４Ｍ 235 155 390
４Ｍ 305 225 530
４Ｍ 205 130 335
４Ｍ 125 125 250
４Ｍ 160 120 280
４Ｍ 245 155 400
４Ｍ 220 150 370
４Ｍ 205 130 335
４Ｍ 205 145 350
４Ｍ 185 100 285
４Ｍ 165 85 250
４Ｍ 230 110 340
４Ｍ 250 110 360
４Ｍ 205 110 315
４Ｍ 175 140 315
４Ｍ 240 130 370
４Ｍ 175 90 265
４Ｍ 220 175 395
４Ｍ 125 90 215
４Ｍ 190 95 285
４Ｍ 240 145 385
４Ｍ 125 100 225
４Ｍ 495 415 910
４Ｍ 215 145 360
４Ｍ 265 115 380
４Ｍ 180 135 315
４Ｍ 160 125 285
４Ｍ 175 65 240
４Ｍ 230 125 355
４Ｍ 330 180 510
４Ｍ 230 110 340
４Ｍ 135 105 240
４Ｍ 215 125 340
４Ｍ 225 130 355
４Ｍ 230 150 380
４Ｍ 175 100 275
４Ｍ 165 155 320
４Ｅ 300 135 435
４Ｅ 190 90 280
４Ｅ 170 130 300
４Ｅ 200 150 350
４Ｅ 155 120 275
４Ｅ 175 95 270
４Ｅ 145 135 280
４Ｅ 165 95 260
４Ｅ 265 115 380
４Ｅ 200 125 325
４Ｅ 235 175 410
４Ｅ 215 190 405
４Ｅ 225 180 405
４Ｅ 320 270 590
４Ｅ 175 90 265
４Ｅ 200 140 340
４Ｅ 180 145 325
４Ｅ 205 140 345
４Ｅ 230 110 340
４Ｅ 125 115 240
４Ｅ 190 110 300
４Ｅ 225 135 360
４Ｅ 280 200 480
４Ｅ 125 100 225

   

４Ｍ 225 130 355
４Ｍ 230 150 380
４Ｍ 175 100 275
４Ｍ 165 155 320
４Ｅ 300 135 435
４Ｅ 190 90 280
４Ｅ 170 130 300
４Ｅ 200 150 350
４Ｅ 155 120 275
４Ｅ 175 95 270
４Ｅ 145 135 280
４Ｅ 165 95 260
４Ｅ 265 115 380
４Ｅ 200 125 325
４Ｅ 235 175 410
４Ｅ 215 190 405
４Ｅ 225 180 405
４Ｅ 320 270 590
４Ｅ 175 90 265
４Ｅ 200 140 340
４Ｅ 180 145 325
４Ｅ 205 140 345
４Ｅ 230 110 340
４Ｅ 125 115 240
４Ｅ 190 110 300
４Ｅ 225 135 360
４Ｅ 280 200 480
４Ｅ 125 100 225
４Ｅ 220 95 315
４Ｅ 280 125 405
４Ｅ 205 130 335
４Ｅ 230 175 405
４Ｅ 220 115 335
４Ｅ 155 105 260
４Ｅ 170 125 295
４Ｅ 200 125 325
４Ｅ 235 140 375
４Ｅ 120 90 210
４Ｅ 250 110 360  

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－５－③－９  

研究テーマ公募 

 

 

（出典：テクノセンターリポート 2013，pp.12～13） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，大学及び他の教育施設において開設する授業科目の単位の認定やインターンシップの単

位化等を実施している。客員教授による講義，TOEICの受験促進，研究テーマの公募などを行ってい

る。 

以上により，学生の多様なニーズ，学術の発展動向や社会からの要請等に配慮している。 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適

切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

 基本教育目標および専攻科の学習・教育目標に沿って教育課程を編成している。授業形態は，一般

科目と専門科目がバランスよく配置されている（資料５－５－②－１参照，資料５－６－①－１）。

いずれの授業も少人数を生かした授業が行われている（資料５－６－①－２）。また，「技術者倫

理」ではグループワーク，プレゼンテーションを通して考察させている（資料５－６－①－３）。

「実践的デザイン教育」では地域連携型問題解決に取組み，フィールド型授業を軸とした課題探究，

問題解決，プレゼンテーションまでを行い問題を解決する構想力を養っている（資料５－６－①－

４）。また，CO-OP教育を実施し地元企業との共同連携による技術者教育を実施している（資料５－

６－①－５）。 

 

資料５－６－①―１  

授業形態のバランス  

 

専攻科課程 学習教育目標における講義，演習，実験・実習の割合 

物質工学専攻 

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

単位数合計 0 2 8 14 0 0 8 0 2

割合［％］ 0.0% 20.0% 80.0% 100.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0% 20.0%

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

単位数合計 16 0 0 36 0 18 4 0 16

割合［％］ 100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 20.0% 0.0% 80.0%

講義 演習
実験
実習

単位数合計 0 2 22

割合［％］ 0.0% 8.3% 91.7%

(G)計画的，継続的，客観的な問
題解決能力を身につける

(A)知識を統合し多面的に問題を
解決する構想力を身につける

（B)地球的視野と技術者倫理を身
につける

(C)数学、自然科学の基礎学力と
実験・実習による実践力を身につ
ける

(D)工学の基礎学力と情報技術を
身につける

(E)一つの得意分野をもち，生産
技術に関する幅広い対応能力を
身につける

(F)論理的表現力と英語力を身に
つける

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－①－２  

受講者数 

 

 

（出典：学生課資料） 
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○
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○
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○
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○
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開 講 学 年

受 講 者 数

２
年

機
械
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

物
質
工
学
専
攻

１
年

機
械
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

物
質
工
学
専
攻




